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１．研究の背景と目的 

 駅周辺の通勤通学や買い物などの来街者による放置自転車が問

題となっている。そこで世田谷区では、その対策として複数のポ

ートで貸出・返却を可能とするコミュニティサイクル（以下 CS

とする）（図-1）の社会実験を実施した。この CS は利用の多様性

から、利用者の充分な理解が欠かせない。特に短期間の実施とな

る社会実験において高い効果を得るためには情報提供と意識変容

が必要である。 

ここでは、モビリティマネジメント(以下 MM とする)手法を世田

谷区 CS 社会実験対象者に適用し、情報提供による意識と行動の変

化を観測し、および、MM 手法の改善点を検討することを目的とし

ている。 

２.社会実験の概要とＭＭの適用 

（１） コミュニティサイクル社会実験の概要 

 東京都世田谷区では平成17年 10月 17日（月）～10月 30日（日）

の 14 日間に CS 社会実験を実施した。参加人数は 241 人である。

実施地区は世田谷区北東部の京王線、東急田園都市線に囲まれる

範囲でポートは下北沢、経堂、三軒茶屋、区役所、桜上水に設置

された。 

（2） ワークショップによるＭＭの実施 

今回の MM はワークショップ（以下 WS）形式で行った。プログ

ラムを図-2 に示す。参加者、不参加者を比較し、アンケート調査

により効果を計る。 

利用促進ＷＳでは、まず CS の意義、利用方法や特性について説

明した。次に各自ルートを模造紙に書き出し、発表することで、

具体的な利用を参加者にイメージさせた。実験後ＷＳでは実際に

利用したルートを発表し、意見交換と今後の利用促進策を検討し

た。また、CS の促進だけでなく、自転車問題全般についても議論

した。図-3 は利用促進 WS の様子を示す。 

ＷＳへの参加グループは 16 人で、また比較のため不参加グルー

プ 11 人にもアンケートを実施した。対象は国士舘大学の学生及び職員である。 

３．ＭＭの参加者・不参加者の意識 

（1）個人属性 

 事前アンケートより表-1 は参加者の意識を示す。参加者、不参加者ともに自転車保有率、意識は高いとい

える。また区外住居者が多い。 

 
図-1 世田谷区 CS 社会実験の概要 

 
図-2 ＭＭのプログラム 

 
図-3 利用促進 WS の写真 
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（2）CS の利用状況 

表-2 は一人当たりの利用回数を示している。利用回数は参加

者のほうが若干多い。 

図-4 は立ち寄り場所の分布を示す。参加者の立ち寄り場所は

不参加者の 3 倍以上ある。ＷＳで具体的な利用を参加者にイメ

ージできたため参加者の方が立ち寄り地の種類が増えたと考え

られる。 

（3）ＣＳに対する意識 

図-5 はＣＳの評価を示している。参加者は「悪かった」「す

ごく悪かった」、が 1/4 程度であるのに、不参加者は半数近くを

占めている。ＷＳの不参加者の評価が低くなった。これは CS

の認知度の低さ（CS の使い方や利用方法がわからなかったこ

と）に関係していてと考えられる。 

図-6 はＣＳの利用意向を示している。参加者は「乗らない」

が 15％程だが、不参加者は「乗らない」が 3倍以上の 50％を越

えて高くなっている。また参加者は「週に 1,2 回」「月に数回」

が多い。立ち寄り地も多いことから、ＣＳを買い物やレクレー

ションなどに利用していることが予想される。 

表-3 は全員の参加者のＣＳの評価と利用意向を示す。参加、

不参加に関わらず評価が高い参加者は利用意向も多いが、評価

が低い参加者は利用意向も少ない。ＣＳを利用する人は利用す

るし、利用しない人は利用しないことがいえる。 

ＷＳに参加することで CS の意義、利用方法や特性について説

明し、具体的な利用を参加者にイメージさせることで、認知度、

満足度が向上し、立ち寄り数も 3倍以上多くなった。一方でＷ

Ｓに不参加だった人は認知度が低く、使い方の勉強が不十分だ

ったために、使い方がわからなく満足度が低くなる結果になっ

てしまった。 

４．まとめ 

ＣＳ社会実験にＭＭを適用し、意識の変容を観測しＭＭの改

善策を検討した。ＷＳの参加者は不参加者に比べＣＳの評価が

高かった。しかし参加、不参加に関わらすＣＳの評価の高い参

加者は利用するし、低いと利用しない。一人あたりの利用回数

はあまり変わらないが、ＷＳに参加することで立ち寄り場所の

数は 3倍以上に増えたこと、「週に 1,2 回」「月に数回」利用す

る参加者が多いことから、ＣＳは買い物やレクレーションをす

るときに多く利用すると予想される。利用促進していくために

はＷＳでレクレーションをするときに使いやすいことを伝える

ことが重要だと考えられる。 

 

表-1 参加者の意識 

 参加 不参加 

参加人数 16 人 11 人 

自転車保有率 80％ 80％ 

区外居住者率 14 人 90％ 7 人  60％ 

駐輪 80％ 90％ 

速度 95％ 90％ 

自
転
車 

マ
ナ
ー
の 

尊
守
意
識 放置 90％ 100％ 

使える 4 人 4 人 

少し使える 11 人 6 人 

Ｃ
Ｓ
は 

使
え
る
か 使えない 1 人 1 人 

駐輪：歩道における駐輪はよくない？ 

速度：歩道でスピードを出して走るのはよくない？ 

放置：放置自転車は景観によくないと思いますか？ 

＊ 「全く思う」、「どちらかと言えば思う」の割合 

表-2 一人当たりの利用回数 

 参加 不参加 

一人当たりの利用回数 2.8 回 2.5 回 

 

図-4 立ち寄り場所の分布 
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図-5 ＣＳの評価 
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図-6 ＣＳの利用意向 

表-3 全員のＣＳの評価・利用意向 

良い 悪い 評価

 

利用意向 参加 不参加 参加 不参加

毎日     3 人  

週に 1,2 回

月に数回
12 人 2 人 1 人  

乗らない   2 人 1 人 4 人

 


